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[bookmark: _Hlk184897142]나무의 노래

아침 햇살이 찾아들기 전
작은 소리로 노래하는 나무

아침 햇살이 찾아들면
가슴을 펴고 햇살을 흔들며 노래하는 나무

오늘은 날씨가 좋아요!
햇살이 눈부셔요

우리 집 나무가 노래 부르면
이웃집 나무가 대답을 하고

탐스런 나뭇잎만큼 가득 열린 참새들
열린 참새만큼 고운 노래 들려주는 나무

하늘에 그려지는 오선지엔
햇살 한 줌 내 노래 한 가락

출처:<나무의 노래>가사,  최신영 작사





木 (き)のうた

朝 (あさ)の日差し (ひざ )が差し込む (さ こ )前 (まえ)
小さな (ちい     )声 (こえ)で歌う (うた  )木 (き)

朝 (あさ)の日差し (ひざ )が差し込んで (さ こ  )きたら
胸 (むね)を張って (は  )日差し (ひざ )を揺らしながら (ゆ     )歌う (うた  )木 (き)

今日 (きょう)は天気 (てんき)が良い (い )ですね！
日差し (ひざ )が眩しい (まぶ    )です。

私 (わたし)の家 (いえ)の木 (き)が歌 (うた)を歌う (うた  )と
隣 (となり)の家 (いえ)の木 (き)が応えて (こた    )くれて、

素敵 (すてき)な木 (こ)の葉 (は)くらいにたたずむスズメたち
スズメたちの数 (かず)ほど美しい (うつ     )歌 (うた)を聞かせて (き   )くれる木 (き)

空 (そら)に描かれた (えが       )五 (ご)線紙 (せんし)には
日差し (ひざ )一 (ひと)握り (にぎ  )、私 (わたし)の歌一 (うたいっ)調子 (ちょうし)
引用 : <木の歌>歌詞, チェ・シニョン作詞
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